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・「保護者アンケート」の結果
・各活動における児童の事後感想
・異年齢交流など、交流場面での児童の様子
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　本校は、地域・保護者との連携を重視し、講師・ボランティア・サポーターとして地域の力を教育活動へ積極的に導入して学校づくりをす
すめている。本校の「特色ある学校づくり推進事業」では、本校の教育目標である「進んで学び合う子」「思いやりのある子」「からだをきた
える子」から特に健やかな心と身体の育成に関係する部分に重点をおき進めていく。また、「WE LOVE とよた」の観点から、地域の協力資
源を活用し、地域を身近に感じ、地域愛を育む子どもの育成に努める。
 　教育目標の実現のために、「A学力向上」「B心の教育」「C健康・体力向上」「D環境教育」「E地域連携」の5つのプロジェクトがある。この5
つのプロジェクトの中の具体的方策を推進することにより、健やかな心と身体の育成を実現していく。

・心身ともに健やかな子どもの育成　A　B　C　D
・異年齢交流活動による子どもの社会性の育成　E
・地域人材の活用と家庭・地域との連携　D  E
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４つのプロジェクトの中でも心身の健康にかかわる活動に重点を置く。
Ａ　心の教育プロジェクト
　・学校図書館司書の活用
　・読書指導、調べ学習への支援を通して、学ぶ楽しさを感じ取らせる。
　・読書を通して豊かな心を育てる。
　・絵本作家または読書に関する講師を招き、豊かな心と児童の読書意欲を高める。
Ｂ　健康・体力向上プロジェクト
　・学校保健委員会（食育）や縄跳び記録会等で、健康・体力の向上を図る。
Ｃ　環境教育プロジェクト
　・校内整備員の活用
　・木の剪定により活動しやすい環境づくりや季節を感じる花壇づくりを充実する。
　・じゃぶじゃぶ池を整備し、総合的な学習の時間とかかわらせて活用できるようにする。
Ｄ　地域連携プロジェクト
　・異年齢交流活動「わくわくタイム（縦割り活動）」「こども園との交流（1年生と5歳児）」を行う。
　・地域講師を活用する。
　・地域学校共働本部との連携を図る。
　・豊田高専と連携したSTEAM教育活動により、検証・体験を通して環境や防災について学ぶ。

・学校図書館司書
・校内整備員

実

績

・

期

待

さ

れ

る

効

果

・本に接する機会を増やし、読書に親しむことで、健やかな心の成長が期待できる。また、調べ学習の支援を通して、学習へ取り組む意欲
の高まりが期待できる。
・学校保健委員会（食育）や縄跳び記録会等に取り組むことで、健康への意識が高まり、体力も向上することが期待できる。
・校舎内外の環境整備が進み、気持ちよい学校生活を送ることにつながると期待できる。
・縦割り活動（異年齢交流）により、人とかかわる喜びを育み、自分や友達を大切にする気持ちが醸成されたり、学校への適応感が高まっ
たりすることが期待できる。
・地域学校共働本部との連携で、地域ぐるみで子どもを育てることができる。
・豊田高専と連携し、検証・体験的な活動を取り入れることで、環境や防災について自分事として考える子どもが育つ。

 （様式１－表）　　　　　　　　　　令和７年度　　特色ある学校づくり推進事業　計画書

※分野【a：国際交流・国際理解、b：地域連携、c：自然体験、d：環境教育、e：学力向上、f：交流体験、g：福祉・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ、h：伝統文化、iその他（　）】から選ぶ。
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